
自分で考え、自分で選び、自分で行動する。
意思のある人たちが集う“場”、それがイー ･ ウーマンです。

http://www.ewoman.co.jp/
【お問合せ】株式会社イー・ウーマン 事業開発本部　メール：biz@ewoman.co.jp　電話：03-5766-7800

働く女性が選ぶ
今日のトップニュース

毎日、私たちが目にするメディア
では、トップニュースは、たいて
いが 40、50 代の男性の視点で
選ばれています。

「もし、自分が選ぶなら、どれが
一番重要な、注目のニュースなの
か？」_ 毎 朝 11 時、イー・ウー
マンサイトにアップされる複数の
ニュースから、自分にとってのトッ
プニュースを選んで投票し、夕方
4 時に確認するというのが「働く
女性が選ぶ、今日のトップニュー
ス」です。登録無しで、どなたで
も投票できます。 毎日投票してく
ださい！

写真とメッセージで社会を切り取る特派員
Photo リポート

「photoリポート」とは、写真とメッセージで社会を切る、問いかける、
という写真付きリポートです。デジカメ、携帯カメラなどで撮影した
映像と短いジャーナルを送っていただき、世界各国からのさまざまな
イー・ウーマンの「視点」を分かち合います。
報道写真家になったつもりで周りを見て、投稿してください！

各界の専門家や著名人と
ディスカッション

働く人の円卓会議
各界の専門家や著名人たちが「議長」となっ
て、様々なテーマを投げかけ、参加者がそ
れに対して yes/no を投票し、その考えを
投稿して意見交換する場、それが「働く人
の円卓会議」です。
月曜日から金曜日の毎朝 11 時、6 人の議
長たちが、参加者からの投稿に対するコメ
ントを発表し、ディスカッションが進んでい
きます。
投稿のポイントは「I Statement」。「私」
に限定して意見をすること。周囲や一般の
意見ではなく、「自分」 の意見を発信する
ことです。
円卓会議に参加して、発言力・提案力を磨
いてください！



■イー・ウーマンの円卓会議とは （http://www.ewoman.co.jp/） 

2000 年のイー・ウーマン設立時にスタートし、進化し続けているのが、「働く人の円卓会議」です。マスメディアではどう

しても、「一般人」が質問をし「専門家」が回答するという構図になりがちのコミュニケーションを、インターネットを活用し

て、より多くの人たちの声が反映される経済社会を作りたいという思いから、すでに 10 年間企画運営しています。イン

ターネットの 3 つの特徴「リアルタイム」「双方向」「検索」を活用して、今までのマスメディアとは反対に、専門家からテ

ーマの問いかけがあり、世界中からサイトに参加する一般の人たちが自分の体験・考えを分かち合うことで回答をしな

がら、1 週間かけて、互いの意見や提案に耳を傾け、一緒に思考を広げていきます。 

また、投稿は、「I statement で書く」ことがルールとなっています。これは、一般論を語るのではなく、独断的に語ること

もせず、相手に命令もせず、ただ、自分自身の意見、自分自身の体験、自分自身の提案を、「私の事例では」という

視点から書く、という意味です。「最近私の周りの女性たちには○○が流行っています」という投稿は事実かどうか不明 

ですが「最近私は○○が気に入っています」という投稿は、その人の事実です。世界各国から、「私」を主語にした意

見、体験、提案が集まり、分かち合えること は、読み手の思考の選択肢が広がるだけでなく、ダイバーシティ（多様性）

を活かし、会議を建設的に進めることができると考えています。 

イー・ウーマンサイトの「円卓会議」が、多くの人たちにとって、学びと刺激のある、思考のストレッチができる場であり、経

済社会の変革に役立つ視点を提案できることを期待しています。 

 

■イー・ウーマンの円卓会議の仕組み 

毎週土曜日の午前 11 時に、イー・ウーマンを構成する 6 ジャンルを担当する専門家、6 人の議長が登場。各自が

「テーマ」を発表し、投稿の受け付けを開始します。 

▼投票： 

すべての円卓会議が、イエス・ノーの投票ができるようになっています。投票権は、1 テーマにつき、1 人 1 票。何度ボ

タンをクリックして も、1 人 1 票のみカウントされます。円卓会議は、毎日、世界中からの投稿と議長の最新コメントによ

ってディスカッションが進行しますので、毎日読んでいる うちに、月曜日は「Yes」だと考えたけれど、みんなの意見を

聞いてみてやっぱり「No」となることもあるでしょう。そのようなときは、あなたの意見を変えることができます。新しく、今

までと違う「Yes」「No」ボタンをクリックすると、今までの投票が抹消され、新しい投票が正式にカウントされます。投 票

の最終日は金曜日。議長から寄せられたコメント、そしてメンバー、リーダーズの投稿を読んで、あなたの最終的な

「Yes」「No」を投票してください。 

▼投稿： 

円卓会議に参加する醍醐味は、投稿です。まず土曜日から月 曜日にかけては、議長から問いかけられているその週

のテーマについて、あなたの意見、体験を投稿してください。その後、火曜日から金曜日は、毎朝午前 11 時にサイト

アップされる、ほかの参加者からの投稿や、それを読んでさらに会議を進行している議長からの新しいコメントを読んで、

あなたの意見や体験をお寄せください。自分以外の人達がどのような I statement を寄せてくるのか、また議長は明す

めて いくことで、情報量が増えるだけでなく、思考が広がり、選択肢が増えていきます。  

毎日、多くの方から寄せられる投稿は、すべてイー・ウーマンが読み、I statement で書かれている投稿の中から、多様

な視点を選びサイトに掲載しています。あなたの投稿に、議長からコメントが寄せられることも。毎日昼 休みに、その日

の議長コメントを読み、投稿して下さい。 

▼掲載： 

お送りいただいた投稿は、建設的な会議にするために、読み手にも配慮し、毎日各テーマ平均 5～10 投稿をイー・ウ

ーマンが選別し、時に編集・校正を加えた上で掲載しています。投稿は 100 文字以上、23 文字以内にまとめ、15 文

字以内のタイトルをつけてください。円卓会議は、参加者の意見だけを掲載するものではありません。円卓会議議長は、

寄せられた投稿に対して、火曜日から金曜日までの毎日、フィードバックのコメントを掲載しています。投稿を読み、毎

日、さらに一歩踏み込んだ具体的な問いを投げかけています。ぜひ毎日の議長コメントや掲載された投稿を読んで、

刻々と変わる議論の流れを踏まえて、投稿をお寄せください。1 週間のテーマが 5 日間、ディスカッションを重ねて進

化し、さまざまな角度から円卓会議を進め、金曜日の午前 11 時にレポートが掲載されています。すでに 3000 会議が

行われてきており、全て無料で、イー・ウーマンサイトにて読むことができます。 

   お問い合わせ：イー・ウーマン press@ewoman.co.jp  
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今週のテーマ 会議番号:2795

配偶者控除の廃止、賛成ですか?

投票結果

77  23  

 957票  290票

この会議への投票・投稿は
募集を締め切りました。

【開催期間】

2009年09月07日より

2009年09月11日まで

円卓会議とは

このテーマの議長

伊藤宏一　千葉商科大学大学院教授・CFP

毎日本当に多くのご意見をお寄せいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。 【無償の市民活動

の社会的意義】 さてまず新鮮な視点だと感じたのがおれんじ78さんのご意見です。 国家が担

うパブリックな領……

議長コメントを全文読む

3日目までに届いている投稿から

市民活動の維持という観点から (おれんじ７８・神奈川県・パートナー無・31歳)

公的年金は、職務の対価ではなく社会の一員としてもらえるものだと思いますので、最低保障年金に賛成です。

日本が一時期、企業活動には期待できない市民活動の維持を、多くの無職配偶者に頼ってきたことは事実で、配

偶者控除はその担い手の確保のための政策的な要求でもあったと思います。こうした優遇措置がなくても、勤め

人が活動に参加できるような働き方が浸透し、社会的役割を担う人すべての年金が保障されるのであれば、配

偶者控除が廃止されてもよいと思います。

平等に負担するのが原則では？ (ひとふで・佐賀県・パートナー無・35歳)

私は第3号被保険者も自分の分の年金は払うべきだと思います。専業主婦も、やむを得ずそうなった人も、平等

に負担するのが原則だと考えています。いくら地域や家庭に無償で奉仕していても、他人が払った年金をタダで

受け取るなんて私にはできません。財源が消費税になっても、国民全体(それこそ幼児～高齢者まで)が専業主婦

の年金を負担することに変わりはないですよね。ただ一方で、年金未納の問題がネックになっているので、民主

党も財源確保のために考えた末の案だということは理解できます。

国民の単位は個人であるべき (Opus_mom・神奈川県・パートナー有・45歳)

家族構成によって税金が変わる、ないし手当が変わるという事実に疑問を抱いています。年金も然り。配偶者が

収入がないことによって、年金なり控除なりでの国からの補助が増えるという制度に納得できません。一生懸命働

いて、年収が増えていくとともに税金をがっつり徴収されます。私は子どもはいませんが、欲しくなかったわけでは

なく、人生の色々なステージの中で選択をしていった結果、現在まで子どもを持つことが叶わないままなだけで

す。最近、年金も税金「取られっぱなし」が実感です。

再就職の支援を。 (ちみ・三重県・パートナー有・35歳)

私自身はフルタイム勤務で、子どもがいて……ということで、新制度の恩恵をしっかり受けるので、ありがたいで

す。ただ、周りを見ると、控除や3号をあてにして勤務の形を変えたり、仕事を辞めたりする人もいて、その人たち

が元の職場へそのままもどれるかと言えばそうでもなく。専業主婦でやっと子どもが独立した人は、これまで子ど

もにしっかりお金をかけたけど、それは戻って来ず……と、制度の切り替わり時期ゆえの気の毒さを感じます。そ

のあたりの緩和措置があるといいですね。

女性の人権の尊重のため (たまごはだ・栃木県・パートナー有・45歳)

配偶者控除の廃止は、子育・教育支援の政策というよりも、「女性の人権の尊重」ひいては「男女共同参画社会を

実現するため」の施策であるという位置づけが望ましいと思います。男女共同参画社会基本法の制定以後も日

本では、女性政策が政治の場で大きな争点になることはありませんでした。これをきっかけに、「女性の人権の尊
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重」および「性別分業の見直し」が議論にのぼることを期待します。

早く改正されるべき (みぃママ・東京都・パートナー無・31歳)

配偶者控除や扶養控除の廃止は、専業主婦やニートを減らす効果があるので賛成です。専業主婦も立派な仕事

との意見がありますが、共働き世帯は働きながら家事育児をしているのですから、専業主婦だけに税優遇を与え

るのは課税の公平に反しています。子ども手当の財源とするのも、少子高齢化の流れを少しでも堰きとめるため

には賛成します。これが恒久法となってから、我が家でも子どもを持つことを考えてみようと思っています。

高齢社会の視点も加えて (pakupaku・熊本県・パートナー有・44歳)

配偶者控除の廃止は子ども手当てと分け、雇用創出と並行して考えてほしいと思います。専業主婦の中には子

育て層のほか、介護施設不足の為やむなく職に就けない層が存在するからです。待機児童数と同様に、施設の

入所待機高齢者を把握し、施設の拡充と介護世代の雇用環境の整備が必要です。そうすれば、年金制度の変更

も納得しやすいと思います。いずれ介護と仕事の両立に直面するはずです。ライフサイクル全体を見通した上で、

不公平感の少ない制度を望みます。

最低保障年金は必要ですが (もいもい・東京都・パートナー有・36歳)

一般に女性の方が長生きで、高齢者は増えていく一方。最低保障年金にかかる予算のふくらみ方は尋常ではな

いでしょう。消費税率アップは避けられないと思いますが、弱者保護の観点から見たら、食料品や生活必需品の

消費税率は上げにくいはず。しかし人口の四分の一を占める高齢者は、食料品と生活必需品の購入以外はあま

り消費しないのでは？　割を食うのは子育て世代。配偶者控除廃止＋消費税の収入で、長生きで大人数の高齢

者の最低保障年金を賄いきれるとは思えません。

4日目の円卓会議の議論は...

行うべき改革への理念とは

毎日本当に多くのご意見をお寄せいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

【無償の市民活動の社会的意義】

さてまず新鮮な視点だと感じたのがおれんじ78さんのご意見です。

国家が担うパブリックな領域が狭まり、市民がボランタリーに行うパブリックな領域が拡大しています。NPO法人

が行っていることは、行政に換わって公的仕事を行うことであり、それに高齢者や専業主婦の方々が多数参加し

ているのは事実です。配偶者控除が、夫の仕事を妻が支え、家事という無償労働をしていることに対する控除で

あるという観点だけでなく、一部には専業主婦が市民活動を行い、社会に貢献していることに対するものである、

ということもある程度は言えるかと思います。

公的年金もまた、長寿時代の基本的人権の一つという観点だけでなく、国民が国や行政に換わって公的活動

を支えていることの対価という意味があるということも確かに言えるかもしれません。

【公的年金の仕組みと第3号被保険者】

ところで民主党の政策の中には、国民年金の第3号被保険者をどうするかという点はでてきていません。しかしこ

れは重大な論点です。

現在の公的年金は「賦課制度」が基本で、積立方式ではなく、相互扶助方式です。つまり私たちが支払っている

年金保険料は、将来の自分の年金の積立ではなく、現在年金を受給している人の財源に当てられています。但

し国民年金については三分の一は税金が投入され、これを二分の一まで増やす過程にあります。現行制度で

は、第3号被保険者だけが保険料を払わずに国民年金から出る老齢基礎年金がもらえることになっていま

す。これは、ひとふでさんも言われるように、やはり不公平ではないかと思います。

最低保障年金は、要するにこの国民年金を全額税金でまかなおうとするものです。現在の国民年金の満額

は40年間保険料を払って、ほぼ80万円であり、最低保障年金は7万円×12＝84万円で、同程度の金額です。但

し実際の国民年金の平均受給額は厚生労働省の平成20年度試算では約6万6千円なので、それが増えることに

なります。この制度により長期的には無年金者がいなくなります。　　　

民主党は最低保障年金の財源は消費税だとマニフェストに明記しているので、最低保障年金に対する保険料は

不必要なはずです。もしそうだとすると、現行の第3号被保険者も含めて、この部分に対する保険料はなくなり、

同時に第3号被保険者は意味がなくなります。学生で所得のない場合も、保険料支払いは必要なくなります。この

点は民主党の政策担当者に確認したいところです。

他方、所得比例年金は保険料によるもので15％という数字が検討されています。自営業者・会社員・公務員は一

律収入の15％を払うことになりますが、会社員・公務員は会社・国・自治体が半分持つので、保険料は半分の

7.5％ということになります。

【消費税】

公的年金制度の改正は4年間議論して、平成25年から実施と明記されています。当然、消費税の増税が一体と

なるでしょう。消費税は最低保障年金と同時に公的医療保険の財源にもし、最低限のセーフティネット財源
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とされています。消費税については、平成21年度税制改正に関する政府税調の議論では、複数税率とし、生活

必需品等は一桁、それ以外は10％以上の二桁という話が出ています。民主党の政策の中には、「給付付消費税

額控除」というのがあって、基礎的な消費支出にかかる消費税相当額を一律に税額控除し、控除しきれない部分

は現金給付し、消費税の逆進性を緩和させるとし、複数税率はとらないだろうと考えられます。もいもいさんが気

にされている消費税の件は、今の段階ではこうした方向です。

【成熟社会日本にあった総合的大改革を支える基本理念は】

配偶者控除ができたのが1961年。つまり戦後の高度経済成長時代の始まりの時であり、工業製品輸出・加工貿

易中心の産業構造・銀行による間接金融の企業の資金調達などと一体であった「モデル世帯」つまり夫が会社で

働き、妻が家事育児をする家庭内分業の世帯を支える制度の一環だったわけです。夫の終身雇用・年功序列賃

金・安定した退職金制度と公的年金制度、そして持ち家政策などと配偶者控除の社会的機能は一体だったとい

うこともできます。

しかし成長経済が終り、成熟経済と成熟社会が始まり、少子超高齢化が進行し、個人も多様なライフスタイルをと

るようになり、社会構造が大きく転換してきています。男女共同参画を大きく進めなければなりません。自己責任

に見合うセーフティネットの構築も課題です。それにもかかわらず社会制度は旧式で、制度疲労があるにもかか

わらず成熟社会に見合った制度への大改革が先延ばしされてきました。

今回の民主党政権誕生は、この大改革を推進する大きなチャンスと言えます。このチャンスを生かすために

は、まずは大改革の方向付けとなる理念を鮮明にすべきです。たまごはださんの言われる「女性の人権の尊

重」「男女共同参画社会実現」はそうした理念ですね。またOpus_momさんの「国民の単位は個人であるべき」も重

要な理念です。

そこで最後に皆さんにお伺いします。配偶者控除の廃止も含めて、どんな理念で今後、社会制度の大改革を

すべきでしょうか。高所得者に負担を多く、低所得者のセーフティネットを厚くという民主党の政策理念をどう考

えられるかも含めて、ご意見をいただければと思います。

伊藤宏一

千葉商科大学大学院教授・CFP

「「配偶者控除の撤廃」に賛成ですか？」

2006年11月の円卓会議では、どんな意見が……？

「インフレ・物価高対策していますか？」

伊藤宏一さんが議長を務めた2008年1月の円卓会議

このジャンルの過去円卓会議をチェック

このジャンルのトップページへ

仕事は「安定」しているのが一番?

高速料金の無料化、必要ですか?

最近、背が縮んだ気がしませんか?

野菜、作っていますか?

お金の交渉力ありますか?

ワークショップで学んだことありますか?
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